
（環境省30ー㊶）

1
第五次環境基本計画の進
捗状況

2
環境白書、英語版白書：年
1回発行

3
見積りの方針の調整を
行った結果の資料への取
りまとめ、国会等への説明

当初予算額

27年度 28年度 29年度 30年度

(1)
環境行政年次報告書作成
等経費
(昭和43年度)

30
（24）

30
(15)

35
(31)

31 2 283

(2)
環境保全経費見積調整費
(昭和46年度)

3
（3）

3
(2)

3
（3）

3 3 284

(3)
環境統計・環境情報の総
合的な整備推進費
(平成22年度)

11
(8)

9
(9)

12
(9)

15 1 285

＜達成手段の概要＞
第五次環境基本計画（平成30年4月17日閣議決定）及び公的統計の整備に関する基本的な計画（平成30年3月6日閣議決定）に基づき、
環境統計・情報を容易に利用できる形で国民に提供するとともに、政策立案等により一層活用していくため、環境データの整備等を実施
する。
＜達成手段の目標＞
環境省ウェブサイトの統計ページへのアクセス数
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
環境統計の整備を通じて、地球環境問題に対する関心度向上に寄与する。

環境白書、英語版白
書：年1回発行

30年度 ・環境基本法第12条の規定に基づき、環境行政年次報告書（環境白書）を作成し、毎年国会報告を行うこととされているため。

＜達成手段の概要＞
環境省設置法第４条第３号に基づく環境保全経費の取りまとめ及び国会等への説明を行う。
＜達成手段の目標＞
集計事項数（予算要求における事項等）：1,200事項　（概算要求における計数の取りまとめ期間：60日）
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
達成手段を実施することにより、環境省設置法第４条第３号に定められた環境保全経費の見積り方針の調整を着実に実施することがで
きる。

＜達成手段の概要＞
環境基本法第１２条の規定による環境行政年次報告書を作成し国会報告を行うとともに、白書を用いた環境施策に関する普及啓発を行
う。
＜達成手段の目標＞
環境白書、英語版白書：年1回発行　（環境省ホームページで公表している環境白書へのアクセス数：149,000件）
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
達成手段を実施することにより、環境基本法第12条に定められた環境行政年次報告書（環境白書）の作成、毎年の国会報告を着実に実
施することができる。

達成手段
（開始年度）

予算額計（執行額）
関連する
指標

達成手段の概要等
平成30年

行政事業レビュー
事業番号

測定指標 目標 測定指標の選定理由及び目標（水準・目標年度）の設定の根拠
目標年度

見積りの方針の調整
を行った結果を資料
に取りまとめ、国会
等に説明する。

30年度 ・環境省設置法第４条第３号に基づき、環境保全経費の見積り方針の調整を行うこととされているため。

第五次環境基本計
画の点検

32年度 ・第五次環境基本計画に基づき、2020年度（平成32年度）に中央環境審議会において計画の総合的な進捗状況の点検を行うこととされているため。

施策の概要
各主体における環境配慮の織り込みの推進や環境白書等を活用した普及啓発等を行うなど、環境基本計画の効果的
な実施により、環境保全に関する施策の効果的な実施を図る。

政策体系上の
位置付け

９．環境政策の基盤整備

達成すべき目標 環境の保全に関する施策の総合的かつ計画的な推進
目標設定の
考え方・根拠

環境基本法第15条 政策評価実施予定時期 平成31年８月

平成30年度実施施策に係る政策評価の事前分析表

施策名 目標９－１　環境基本計画の効果的実施 担当部局名
大臣官房
環境計画課

　　　作成責任者名
　　　　(※記入は任意）

環境計画課長
秦　康之

別紙１



(4)
環境基本計画推進事業費
(平成7年度)

23
(23)

39
（44）

34
（33）

21 1 286

(5)
持続可能な社会のための
グッドライフ総合推進事業
（平成26年度）

21
（20）

20
（20）

20
（20）

20 1 287

88
(78)

103
（90）

104
（96）

90

＜達成手段の概要＞
（１）社会経済、環境の状況に関する調査
（２）諸外国の環境政策に関する調査
（３）国内の優良事例に関する調査
（４）学識経験者等の有識者によるヒアリング等の開催
＜達成手段の目標＞
学識経験者を含む専門家で構成するヒアリング等の開催回数：20
＜施策の達成すべき目標（測定指標）への寄与の内容＞
（１）（２）（３）により、計画の点検に関する議論を進める上で必要な資料・知見が得られる。
（４）により、様々な主体の意見を第五次計画の着実な推進及び点検に反映することができる。

<達成手段の概要>グッドライフアワード(平成25年度から実施)を引き続き実施するとともに、グッドライフアワードの受賞取組の現地取
材、ホームページ等を通じた社会への情報発信等を行う。
<達成手段の目標>グッドライフアワードへの応募促進のための周知・広報の件数（facebookのリーチ件数）
※「リーチ数」とは、Facebookページで投稿した記事を見た人の数。（読者のFacebook画面上に表示された数）(facebookのリーチ件数：
対前年度実績からの増)
<施策の達成すべき目標(測定資料)への寄与の内容>
達成手段を実施することにより、第五次環境基本計画で掲げるあらゆる観点からのイノベーションの創出に関係する優良事例の発掘等
に資することができる。

施策の予算額・執行額
施策に関係する内閣の重要政策
（施政方針演説等のうち主なもの）

-


